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第
一
節

集
落
の

発
達
と

地
理

一
地
形
と
集
落

鳴
沢
村
は
北
に
足
和
田
山
(
一
三
五
五

が
)、

紅
葉
台
(
一
一
六
四
・
七
が
)
な
ど
を
境
と
し
て
足
和
田
村
に
、

南
は
富
士
山
を
挟
ん
で
静

岡
県
宮
士
宮
市
に
、

東
は
北
か
ら
勝
山

村、
河
口
湖
町
、
富
士
吉
田
市
に
接
し
、
西
は
大
室
山
、

片
蓋
山
(
と
も
に
富
士
側
火

山 )
を
境
に

上
九
一
色
村
に
接
し
て
い
る
。
足
和
田
山
は
新
第
三

紀
中
新
世
の
御
坂
層
で
、
石
英
安
山
岩
質
凝
灰
岩
及
び
礫
岩
か
ら
成
り
、
そ
の
南
麓

は
い
く
つ
か
の

尾
根
が
つ
き
出
し
て
、

南
へ
向
い
た
椀
状
の
弧
を
え
が
い
て
少
さ
な
盆
地
状
の
平
地
を
つ
く
っ
て
い
る
。

南
は
富
士
の
裾
野
の
末
端
が
こ
の
盆
地
状
の
平
地
に
ま
で
及
ん
で
い
る
が
、
鳴
沢
部
落
か
ら
東
は
新
富
土
火
山
の
旧
期
噴
出
物
で
カ
ン

ラ
ン
石
玄
武
岩
よ
り
成
り
、

鳴
沢
部
落
か
ら
西
は
貞
観
六
年
(
八
六
四
)
長
尾
山
(
側
火
山
)
か
ら
噴
出
し
た
新
期
噴
出
物
で
青
木
ヶ
原
丸

尾
と
称
さ
れ
る
溶
岩
流
で
あ
る
。

鳴
沢
村
の
鳴
沢
、
大
田
和
の
二
つ
の
集
落
は
、
こ
の
足
和
田
山
南
麓
と
富
士
の
裾
野
の
接
触
部
の
低
い
と
こ
ろ
に
南
と
北
か
ら
浸
食
流

下
し
た
堆
積
物
に
よ
っ
て
小
扇
状
地
あ
る
い
は
小
盆
地
が
形
成
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
地
域
と
し
て
は
最
も
平
坦
で
肥
沃
な
土
地
で
あ
る
。

こ
こ
に
鳴
沢
と
大
田
和
の
集
落
が
発
達
し
た
。
東
の
大
田
和
と
西
の
鳴
沢
と
の
間
に
は
足
和
田
山
の
尾
根
が
つ
き
出
し
て
境
を
な
し
て

お

り
、

地
名
を
境
野
と
称
し
、

昔
は
北
の
山
上
に
一

株、
中
腹
に
一
株
、
山
下
の
平
地
に
一
株
の
松
の
木
が
南
北
に
三
本
植
え
ら
れ
て
い
た
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の
で
三
本
松
と
呼
ん
で
い
た
。
い
ま
鳴
沢
村
総
合
セ
ン
タ
ー
(
中
央
公
民

館)
は
こ
の

地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

鳴
沢
部
落
の
西
南
へ
つ
き
出
し
た
尾
根
が
あ
り
、
こ
こ
と
焼
間
と
の

間
、
紅
葉
台

南
麓
に
も
椀
形
の
小
盆
地
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
青
木
ヶ
原
熔
岩
流
が
山
麓
ま
で
及
ん

で
い
る
の
で
集
落
は
発
達
し
な
か
っ
た
。
大
田
和
部
落
は
標
高
九
三
〇
㎡
、

鳴
沢
部

�
野

落
は
九
八
〇
脳
で
、

新
期
溶
岩
流
(
青
木
ヶ
原
丸
尾
や
剣
丸

尾)
が
噴
出
流
下
す
る
以

前
は
、

富
士
の
裾
野
と
足
和
田
山
の
間
を
大
田
川
が
東
流
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
と

思
わ
れ
る
。

Z
Z
K
田

鳴
沢
氷
穴

富
士
桜
高
原

紅
葉

台
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ニ
水
と
集
落

富
士
北
麓
に
は
湧
水
が
な
く
、

沢
水
も
平
常
は
枯
れ
て
い
る
。
特
に
鳴
沢
村
は
河
川

と
ゆ

も
湖
沼
も
な
く
、

水
の
確
保
に
は
苦
難
の
歴
史
が
あ
る
。
足
和
田
山
の
渓
水
を
覚
で
引

大
田
和

い
て
共
同
で
用
い
て
お
り
、
冬
は
雪
を
と
か
し
て
飲
み
水
を
蓄

え
、
干
ば
つ
の
時
は
二

里
余
り
の
河
口
湖
ま
で
水
を
汲
み
に
行
っ
た
と
い
う
。

鳴
沢
、
大
田
和
の
集
落
は
足
和

お
役

場
田
山
の
渓
水
を
も
っ
て
飲
料
と
し
、
そ
の
山
麓
に
発
達
し
た
集
落
で
あ
る
。

1 0
す
な
わ
ち
鳴
沢
集
落
は
足
和
田
山
の
渓
水
、

特
に
水
上
水
源
(
出

口)
の

水
を
飲
料

2
2

水
、

生
活
用
水
と
し
、
大
田
和
集
落
は
足
和
田
山
麓
の
水
神
堀
内
の
湧
水
を
ひ
い
て
用

水
と
し
て
発
達
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

三
交
通
と

集
落

●
鳴
沢
氷
穴

鳴
沢
村
は
中
世
以
来
甲
州
国
中
と
駿
河
、

郡
内
と
駿
河
へ
の
交
通
の
要
衝
で

あ
っ

た
。
若
彦
路
の
大
石
駅
(
河
口
湖
町
大

石)
か
ら
大
田
和
、
鳴
沢
を
経
て
駿
河
の
上
井
出

(静
岡
県
富
士
宮

市)
に
至
る
道
を
神
野
路
と
い
っ
た

(『
甲
斐
国

志
』
)。

治
承
四
年
(
一

一
八
〇
)
安
田
義
定
ら
の
甲
斐
源
氏
が
こ
の
神
野
路
を
通
り
鉢
田
の
あ
た
り
で
駿
河
の
目
代
橘
遠
茂
の
軍
と
戦
い
、
こ

れ
を
大
い
に
破
っ

た
(
『吾

妻
鏡

』
)。

ま
た
頼
朝
が
神
野
の
宿
所
に
入
っ
た
と
い
う
記
事
も
あ
る

(
『
吾
妻
鏡

』
)。

こ
の
神
野
路
に
鳴
沢
の
関
が
あ
っ
た
。

鳴
沢

部
落
を
通
過
す
る
旧
道
の
西
は
ず
れ
、

青
木
ヶ
原
溶
岩
の
流
端
部
に
あ
っ
た
。

戦
国
期
に
は
武
田
氏
支
配
下
に
属
し
、

永
禄
四
年
(
一
五
六
一
)
五
月
十
日
付
「
本
栖
在
城
ニ
ツ
イ
テ
其
ノ
経
費
ト
シ
テ
鳴
沢
ノ

関
役

銭
六
月
分
ノ
三
分
ノ
ー
ラ ヲ
充
テ
ル
」
と
い
う
武
田
晴
信
に
印
判
状
が
あ
り

(
『
甲
斐
国
志

』
)、

す
で
に
鳴
沢
の
関
が
あ
っ
て
関
銭
を
徴
収
し
て
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い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
武
田
滅
亡
後
、
甲
州
は
徳
川
・
北
条
の
争
奪
の
場
と
な
っ
た
が
、
天
正
十
年
七

月、
徳
川
家
康
が
中
道
往
還
を

通
っ
て
甲
州
に
入
る
と

き
、

九
一
色
衆
の
首
領
渡
辺
囚
獄
佑
が
郡
内
に
侵
入
し
て
き
た
北
条
軍
を
破
っ
て
大
勝
し
た
の
も
こ
の
富
士
北
麓

で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
家
康
は
渡
辺
囚
獄
佑
に
九
一
色
衆
を
付
属
さ
せ
て
家
康
入
国
の
警
固
を

命じ
た
。
こ
れ
を
み
て
も
富
士
北
麓
を
通
ず

る
こ
の
道
(
駿
州
往
還
・
神
野
路
)
は
甲
駿
相
の
軍
事
上
重
要
な
道
で
あ
っ
た
。

ま
た
『
甲
斐
国
志
』
に
「
本
村
ヨ
リ
富
士
ノ
北
麓
神
野
路
ヲ
経
テ
駿
州
富
士
郡
上
井
出
村
ニ
出
ゾ
、
又
道
ヲ
右

=
取
レ
バ
人
穴
村
へ
出

ヴ
、

此
ノ
間
七
里
人
家
ナ
ク
又
水
ナ
シ
、

往
来
ス
ル
者
水
穀
ノ
用
意
ナ
ケ
レ
バ
必
ズ
飢
渴
ニ
及
ベ
リ
」
と
あ
り
、

今
の
富
士
ヶ
嶺
地
区

(
富
士
豊
茂
)
を
横
断
し
て
駿
河
に
至
る
道
が
当
時
も
神
野
路
か
ら
分
岐
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

鳴
沢
の
関
は
江
戸
期
に
お
い
て
口
留
番
所
と
な
っ
た
。
成
沢
番
所
が
こ
れ
で
、
郡
内
領
か
ら
甲
駿
国
境
を
越
え
て
東
海
道
吉
原
に
通
ず

る
「
駿
州
往
還
」
に
設
け
ら
れ
た
番
所
で
あ
る
。
こ
の
番
所
は
村
請
の
番
所
で
あ
っ
た
よ
う
で
「
御
扶
持
方
モ
不
被
下
百
姓
番
ニ
被
仰
付

殊
之
外
百
姓
困
窮
仕
リ
め
い
わ
く
ニ
奉
存
候
ト
ア
リ
、
此
ノ
後
程
ナ
ク
享
保
ノ
比
所
々
ノ
番
所
ト
ト
モ
ニ
廃
跡
ト
ナ
レ
リ
」

(『
甲
斐
国
志

』)

と
あ
り
、

平
和
時
に
お
い
て
は
そ
の
重
要
性
が
な
く
な
っ
て
、

享
保
年
間
に
廃
止
さ
れ
た
。

明
治
四
十
二
年
発
刊
の
『
南
都
留
郡

誌』
に

鳴
沢
番
所
に
つ
い
て
「
鳴
沢
村
ノ
西
端
ニ
ア
リ
礎
石
今
ニ
存
ス
、
宝
永
ノ
頃
一
旦
廃
セ
シ
ガ
松
平
甲
斐
守
本
郡
預
リ
ノ
時
再
ビ
修
造
セ
リ

ト
、

享
保
ノ
頃
全
ク
廃
趾
ト
ナ
ル
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
神
野
路
(
駿
州
注
還)

は
富
士
北
麓
の
重
要
な
交
通
路
で
、
そ
の
沿
道
に
大

田
和
、

鳴
沢
の
集
落
が
発
達
し
た
の
で
あ
る
。

四
地
名
の
お
こ
り

)( 1
鳴
沢

さ
ぬ
ら
く
は
玉
の
緒
ば
か
り
こ
ふ
ら
く
ば
布
自
の
高
根
の
奈
流
佐
波
の
ご
と

(
万
葉

駿
河
国
歌

作
者
不
明
)

さ
み
だ
れ
は
高
根
も
雲
の
う
ち
に
し
て
な
る
さ
は
富
士
の
し
る
し
な
り
け
る
(
俊
頼
朝
臣
)
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な
ど
、
口
歌
に
「
な
る
さ

わ
」
の
名
が
多
く
見
え
る
。

な
る
さ 4

『
甲
斐
志
料
集
成
』
の
記
述
に
よ
る
と
、

鳴
沢
は
鳴
沙
と
も
云
へ
り
、

な
る
さ
と
は
山
よ
り
イ
サ
ゴ
ふ
る
事
あ
り
、
其
の
鳴
る
音
を
鳴

沙
と
い
う
(
藻
塩
に
一
説
あ
り
)
と
あ
り
、
一
説
に
は
往
古
富
士
の
八
葉
(
山
頂
の
噴
火
口
周
辺
の
山
八
峰
を
仏
教
の
八
蓮
弁
に
た
と
え
て
い
う
)

に
池
が
あ
り
、
そ
の
水
が
沢
を
流
下
す
る
と
き
雷
鳴
の
よ
う
な
大
き
な
音
が
し
た
こ
と
に
ち
な
む
と
い
う
。
ま
た
一
説
に
貞
観
六
年
の
大

噴
火
以
前
に
精
進
湖
に
連
な
る
剗
の
海
の
水
が
流
れ
出
し
て
大
田
川
と
な
っ
た

が
、

当
地
(
大
田

和)
は
往
古
窪
地
と
な
っ
て
お
り
、

そ

の
水
の
落
ち
ロ
で
は
万
雷
の
と
ど
ろ
く
よ
う
な
音
が
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

里
人
の
説
に
富
士
山
の
西
北
に
数
千
丈
の
谷
あ
り
、
砂
礫
常
に
流
れ
て
其
の
声
雷
の
轟
く
が
如
し
。
中
腹
に
下
り
て
は
広
さ
数
万
歩
あ

り
、

是
を
大
沢
と
い
う
、

然
ら
ば
鳴
沢
は
即
ち
大
沢
の
事
を
云
う
な
る
べ
し
と
。
『
甲
斐
国
志
』
は
「
按
ズ
ル
ニ
鳴
沢
ノ
説
諸
家
異
同
ア

レ
ド

モ
、
今
大
沢
ト
称
ス
ル
深
壑
是
ナ
リ
、
其
ノ
頂
辺
ラ
親
不
知
、
子
不
知
ト
名
ゾ
ケ
ラ
ル
、
剣
ヶ
峰
ト
雷
岩
ノ
間

=
裂
ヶ
西
ニ
下
ル
大

沢
ラ
俗
ニ
石
滝
ト
云
ヒ
、
滴
ノ
水
ナ
シ
ト
雖
モ
磊
塊
ノ
流
下
ス
ル
コ
ト
水
ノ
ゴ
ト
ク
混
々
止
マ
ズ
、
激
衝
シ
テ
轟
鳴
ヲ
発
ス
ル
遠
雷
ヲ
聞

ク
ガ
如
シ
」
と
、

鳴
沢
の
起
源
を
ま
と
め
て
い
る
。

)( 147
大
田
和

『
残
簡
風
土
記
』
に
都
留
郡
の
西
大
田
川
に
限
る
と
見
え
た
り
、
今
鳴
沢
の
支
村
に
大
田
和
と
云
ふ
処
あ
り
、
富
士
山
の
西
大
沢
の
地

続
き
な
る
べ

し
、
そ
の
地
窪
く
し
て
河
流
の
痕
の
如
し
。
北
は
崖
高
く
峙
ち
、
南
は
富
士
の
裾
野
、

東
は
大
嵐
村
に
続
き
て
、
郡
の
西
界

に
当
れ
ば
大
田
川
は
此
の
辺
を
云
ひ
し
な
る
べ
し
(
『
甲
斐
志
料
集

成
』)

と
あ
り
、
ま
た
『
甲
斐
国
志
』
に
も
「
地
窪
ニ
シ
テ
河
流
ノ
趾
ノ

如
シ
、

北
ハ
両
岸
高
ク
峙
チ
山
足
ラ
メ
グ
リ
、

南
ハ
富
士
裾
野

=
続
ケ
リ
、

崖
下
二
人
家
ア
リ
、

此
ノ
窪
地
東
ハ
大
嵐

=
続
ケ
リ
、
是
レ

郡
ノ
西
界
ニ
当
レ
バ
大
田
川
ノ
趾
ナ
ル
ベ
シ
」
と
あ
り
、
明
治
四
十
二
年
発
刊
の
『
南
都
留
郡
誌
』
に
は
「
残
簡
風
土
記
」
都
留
郡
西
限

大
田
川
云
々
ト
ア
リ
、
今
地
形
ニ
ョ
リ
按
ズ
ル
ニ
大
田
和
ョ
リ
山
足
弓
繞
リ
テ
大
嵐
に
至
ル
間
窪
ク
シ
テ
河
床
ノ
如
シ
、
蓋
大
田
川
ノ
趾
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ナ
ラ
ン
カ
今
詳
ナ
ラ
ザ
レ
ド
モ
富
士
山
ノ
爆
火
ニ
ョ
リ
幾
変
形
ヲ
重
ネ
シ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
み
る
と
大
田
和
の

地
名
は
大
田
川
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
節

集
落
の
変
遷

一
集
落
の
発
生

本
村
内
に
も
縄
文
前
期
・
中
期
の
石
斧
・
石
鏃
な
ど
が
出
土
し
た
水
上
遺
跡
、

縄
文
早
期
・
後
期
の
土
器
、
石
匙
が
出
土
し
た
大
田
和

遺
跡
(
家
上
川

原)
や
、

古
墳
時
代
の
前
丸
尾
遺
跡
が
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

す
で
に
先
史
時
代
か
ら
こ
の
地
域
に
人
が
住
ん
で
い
た

こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
た
び
重
な
る
富
士
山
の
噴
火
、
特
に
歴
史
時
代
に
入
っ
て
天
長
三
年
の
噴
火
、

延
暦
十
九
年
か
ら
二
十
一

年
の
噴
火
、
貞
観
六
年
の
噴
火
な
ど
に
よ
り
、

そ
の
生
活
の
基
盤
は
大
い
に
変
容
し
た
と
思
わ
れ
る
。

特
に
貞
観
六
年
、

青
木
ヶ
原
溶
岩
の
流
出
に
よ
っ
て
剤
の
海
を
埋
め
、
そ
の
末
端
は
鳴
沢
ま
で
及
ん
で
き
た
の
で
「
古
へ
此
ノ
辺
へ
精

進
・
本
栖
ノ
続
キ
ニ
テ
八
代
郡
ニ
入
ル
ベ
シ
、
鳴
沢
八
大
田
和
ノ
西
半
里
許
リ
ニ
ア
レ
ド
思
フ
ニ
古
い
此
ノ
辺
り
都
テ
人
家
ナ
カ
ル
ベ

シ
」

(
『
甲
斐
国
志

』)
と
あ
る
よ
う
に
、

集
落
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
鳴
沢
の
地
域
は
古
代

『
倭
名
抄
』
に
郷
名
が
な
い
。

『
甲
斐
国
志
』
に
も
「
残
簡
風
土
記
ニ
云
フ
、

都
留
郡
へ
西
大
田
川
ラ
限
り
東
早
女
坂
ラ
限
リ
、
南
阿
曽
谷
ラ
限
リ
北
武
田
牧
ラ
限
ル
ト

ア
リ
、
和
名
抄

ニ
載
ス
ル
所
郷
名
七
、

相
模
・
古
郡
・
福
地
・
多
良
・
加
美
・
征
茂
・
都
留
ト
ア
リ
、
コ
ノ
北
麓
、
郷
名
ナ
シ
」
と
あ

る
。

都
留
郡
の

境
は
大
田
川
で
、
こ
の
地
域
は
は
じ
め
八
代
郡
に
属
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
地
域
は
中
世
に
入
っ
て
開
発
さ
れ
、

集
落
も
発
達
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
『
甲
斐
国
志
』
に
「
大
石
・
長
浜
・
大
嵐
・
鳴
沢
・

勝
山
・
木
立
・
船
津
・
此
ノ
七
村
ヲ
大
原
ノ
庄
七
郷
ト
云
フ
、

モ
ト
河
ロ
ノ
支
村
浅
川
村
ラ
加
ヘ
テ
組
合
八
村
ト
ス
、
勝
山
ノ
浅
間
明
神
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ヲ
モ
ッ
テ
産
神
ト
ナ
ス
」
と
あ
り
、
大
原
ノ
庄
の
一
部
で
あ
っ
た

。

こ
こ
は
中
世
、

甲
州
か
ら
駿
河
に
至
る
若
彦
路
の
要
衝
で
若
彦
路
は
大
石
峠
を
越
え
て
河
口
湖
畔
の
大
石
に
下
り
、

こ
こ
か
ら
大
田

和
、

鳴
沢
を
経
て
駿
州
上
井
出
(
富
士
宮

市)
に
至
っ
て
い
る
。

い
ま
大
田

和、
鳴
沢
の
部
落
の
中
を
通
る
古
道
が
そ
れ
で
神
野
路
と
称

し
た
。
戦
国
期
に
は
武
田
・
今
川
・
北
条
の
勢
力
が
角
逐
す
る
と
こ
ろ
で
、
武
田
時
代
に
は
鳴
沢
の
関
が
お
か
れ
た
。
こ
れ
が
近
世
に
な

っ
て
口
留
番
所
と
な
り
成
沢
番
所
と
い

わ
れ
た

(
文
禄
以
前
は
鳴
沢
と
い
い
、
後
成
沢
を
村
名
と
し
た
時
代
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
鳴
沢
と
な
っ

た
)。
『
甲
斐
国
志
』
に
「
成
沢
番
所
、
村
ノ
西
ノ
端
ニ
ア
リ
、
礎
石
今
ニ
存
セ
リ
」
と
あ
る
。

天
正
十
九
辛
卯
年
十
月
吉
日
、

成
沢
大
田
和
村
御
検
地
帳
に
よ
る
と
、
成
沢
屋
敷
拾
八
軒
、
合
壱
反
参

畝、
此
米
一
石
六
斗
九
升
。
大

田
和
屋
敷
八
軒
。

合
四
畝
拾
四
歩
、

此
米
五
斗
八
升
。

居
屋
敷
合
壱
反
七
畝
拾
四

歩、
分
米
合
弐
石
弐
斗
弐
升
七
合
三

々
と
あ
り

( 『
甲

斐
国
志

』)
、
そ
の
時
の
村
高
参
拾
弐
石
余
で
『
甲
斐
国
志
』
の
校
者
の
記
す
よ
う
に
一
致
し
な
い
。
畑
は
中
島
壱
町
壱
反
弐
歩
、
下
畠
壱

町
参
反
弐
畝
拾
弐
歩
、
下
々
畠
参
町
弐
反
四
畝
弐
拾
歩
、
荒
畠
弐
反
七
畝
拾
参
歩
で
、

下
畠
・
下
々
畠
が
多
く
貧
し
い
地
域
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
文

禄
三
年
の
検
地
で
は
村
高
六
拾
四
石
と
な
っ
て
い
る
(
柏
木
家
文
書
)
。

二
近
世
か
ら
近
代
へ

鳴
沢
村
も
他
の
郡
内
村
々
と
同
じ
よ
う
に
江
戸
中
期
、

秋
元
氏
移
封
ま
で
は
谷
村
藩

領、
後
幕
府
直
轄
地
と
な
り
、

谷
村
代
官
支
配
下

に
お
か
れ
る
が
、

慶
長
六
年
甲
斐
国
四
郡
古
高
帳
で
は
六
拾
四
石
、
寛
永
元
年
甲
斐
国
四
郡
村
高
帳
で
も
六
拾
四
石
と
変
わ
っ
て
い
な

い
。

享
保
十
年
都
留
郡
郡
内
郷
帳
で
は
六
拾
五
石
八
斗
四
升
九
合
で
『
甲
斐
国
志
』
(
文

化三
年)

の
記
述
と

同
じ
で
あ
る
。

天
保
五
年

天
保
郷
帳
で
六
拾
六
石
弐
斗
参
升
弐

合、
明
治
初
年
の
旧
高
旧
領
取
調
帳
で
六
拾
五
石
八
斗
四
升
九
合
で
、
近
世
三

百
年
間
村
高
が
ほ
と

ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

鳴
沢
村
は
枝
郷
大
田
和
を
合
わ
せ
て
文
化
三
年

(
『
甲
斐
国
志
』)
の
戸
数
二

百
三
十
八
、
人
口
九
百
七
十
二

(
男
四
百
八
十
二
・
女
四
百
九
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十
)
で
あ
っ
た
。

山
稼
ぎ
が
主
業
で
、
『
甲
斐
国

志』
に
よ
る
と
藩
領
時
代
は
代
々
材
木
百
～
二
百
丁
と
巣
鷹
と
を
上
納
し
、

年
貢
・
諸

役
を
免
除
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
幕
府
領
と
な
っ
て
か
ら
材
木
の
御
用
が
な
く
な
り
金
六
両
壱
分
を
山
役
と
し
て
上
納
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
作
物
は
麦
、
粟
、

稗
、
大
豆
、
小
豆
、
蕎
麦
、
玉
蜀
黍
の
ほ
か
野
菜
類
で
、
農
閑
期
に
は
男
は
富
士
山
中
に
入
っ
て
材
木
を
伐
り
出

し
、

他
所
に
売
っ
て
生
計
を
た
て
て
い
た
。
女
は
麻
布
、
木
綿
等
を
織
っ
て
い
た
。

明
治
五
年
都
留
郡
第
五
区
に
属
し
、
大
嵐
村
・
長
浜
村
・
西
湖
村
と
鳴
沢
村
で
四
カ
村
組
合
村
を
構
成
し
た
が
、

明
治
二
十
二
年
町
村

制
施
行
に
よ
り
組
合
村
を
解
き
、
大
嵐
村
と
合
併
し
て
鳴
沢
村
と
な
っ
た
が
、
明
治
三
十
二
年
分
村
独
立
し
て
鳴
沢
村
と
な
り
、
今
日
に

及
ん
で
い
る
。
翌
明
治
三

十
三

年
十
二

月
三
十
一
日
現
在
の
戸
数
は
三
百
九
、
人
口
一
千
二

百
九
十
(
男
六
百
三
十

四、
女
六
百
五
十
六
)

で
、
文
化
三
年
に
比
し
七
十
一
戸
、
三
百
十
八
人
の
増
で
あ
る
。
明
治
二
十
五
年
刊
行
の
『
山
梨
県
市
町
村

誌』
に
よ
る
と
、
旧
鳴
沢
村

(
大
嵐
を
除
く
)
の
新
検
反
別
(
地
租
改
正
後
の
反

別)
は
、

畑
三
十
八
町
二
反
七
畝
九
歩
、
切
替
畑
百
八
十
二
町
九
反
六

畝
五
歩
、

宅
地

九
町
五
反
七
畝
二

歩
、
林
九
十
九

町三
反
七
畝
十
二

歩
、
芝
地
百
五
十
七
町
四
反
二

畝
二
十
五
歩
で
、
切
替
畑
は
焼
畑
耕
作
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
芝

地
と
と
も
に
そ
の
面
積
が
非
常
に
多
い
。

明
治
四
十
二
年

三
百
十
八
戸

一
千
四
百
九
十
九
人

(
男
七
百
五
十
四

女
七
百
四
十
五
)

大
正
十
四
年

三
百
六
十
六
戸

一
千
八
百
六
十
五
人
(
男
八
百
九
十
八

女
九
百
六
十
七
)

昭
和
十
五
年

三
百
八
十
二
戸

二
千
九
十
六
人

(
男
一
千
四

女
一
千
九
十
二
)

昭
和
三
十
五
年

四
百
三
十
三
戸

二
千
三
百
十
六
人

(
男
一
千
百
七
十
二

女
一
千
百
四
十
四
)

昭
和
五
十
年

五
百
三
十
二
戸

二
千
百
三
十
六
人

(
男
一
千
二
十
七

女
一
千
百
九
)

昭
和
五
十
五
年

五
百
六
十
四
戸

二
千
二
百
四
十
九
人
(
男
一
千
八
十
一

女
一
千
百
六
十
八
)

昭
和
六
十
年

七
百
七
戸
二
千
四
百
五
十
五
人
(
男
一
千
二
百
五
十
一

女
一
千
二
百
四
)
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三
純
農
山
村
か
ら
観
光
村
へ

終
戦
後
は
帰
還
兵
や
引
き
揚
げ
者
で
人
口
が
増
加
し
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
も
あ
っ
て
三
十
五
年
に
は
ピ
ー
ク
に
達
し
た
が
、
四
十
年
代
、

日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
っ
て
過
疎
化
現
象
が
あ
ら
わ
れ
て
人
口
が
減
少
し
た
。
し
か
し
経
済
の
発
展
と
生
活
の
向
上
に
伴
う
需
要
に

対
応
し
て
、
戦
前
の
農
業
と
山
稼
ぎ
が
主
の
純
農
山
村
か
ら
脱
皮
し
て
、

広
大
な
原
野
と
冷
涼
な
気
候
と
い
う

地
の
利
を
生
か
し
て
、

高

原
野
菜
や
酪
農
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
ま
た
富
士
北
麓
高
原
の
広
く
美
し
い
自
然
や
鳴
沢
氷
穴
な
ど
の
溶
岩
洞
穴
、
紅
葉
台
な
ど
の
観

光
資
源
を
活
用
し
て
、
富
士
桜
高
原
別
荘
地
、
富
士
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ゴ
ル
フ
場
、
緑
の
休
暇
村
や
民
宿
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
観
光
施

設
を
充
実
さ

せ、
高
原
野
菜
と
観
光
地
へ
と
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。
従
っ
て
村
内
を
横
断
す
る
国
道
一
三
九
号
に
沿
っ
て
役
場
、
学
校
、
公

民
館
、
郵
便
局
な
ど
主
要
施
設
や
誘
致
工
場
が
建
て
ら
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
飲
食
業
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
を
は
じ
め
民
家
も
多
く
な

っ
て
、

鳴
沢
村
の
集
落
の
形
態
が
急
速
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

一
九
八
五
年

(
昭
和
六
十

年)
の
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
農
業
人
口
一
千
八
十
二

人
(
国
勢
調
査
の
総
人
口
二
千
四
百
五
十
五
人
の
四
四

(% )
男
五
百
十
七
人
、
女
五
百
六
十
五

人)
で
あ
る
。
こ
れ
を
昭
和
五
十
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
農
業
人
口
一
千
二

百
二
十
八
人
に
比
し

一

二
・
一
%
減
と
な
っ
て
い
る
。
経
営
耕
地
総
面
積
は
二
五
、
一
四
六

ァ
ー
ル
で
五
十
五
年
に
比
し
二
〇
%
減
、
う
ち
田
八
、
五
六
一
ア
ー

ル
で
一
九
・
五
%

減
、
畑
一
六
、

五
七
八
ア
ー
ル
で
一
八
・
六
%

減
で
あ
る
。
公
的
施
設
、

観
光
施

設、
道
路
、
工
場
や
住
宅
な
ど
の
増

加
に
よ
る
耕
地
の
減
少
で
あ
ろ
う
。
総
農
家
数
は
二
百
三
十
九
で
専
業
農
家
十
五
、
兼
業
農
家
二
百
二
十
四

(
う
ち
第
一
種
兼
業
八
十
九

、

第
二
種
兼
業
百
三
十
五
)
で
あ
る
。

五
十
五
年
に
は
総
農
家
数
二
百
八
十
一
(
専
業
七
十
三
、
兼
業
二
百

八)
で

あ
る
の
で

農
家
数
は
八
・
五

%
減
で
、
し
か
も
兼
業
化
が
進
ん
で
い
る
。

畑
作
の
う
ち
で
は
キ
ャ
ベ
ツ
が
最
も
多
く
一
五
、
八
八
六
ア
ー
ル
(
農
家
数
二
百
二
十
)
で
、

次
い
で
大
根
(
三
、
三
二
七
ア
ー
ル
、
百
七

十
八
)
が
多
い
。
そ
の
ほ
か
、
馬
鈴
薯
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
そ
ば
、
豆

類
が
栽
培
さ
れ
、
花
奔
類
は
四
四
四
ア
ー
ル

(
十
三
戸
)
で
高
原
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野
菜
と
と
も
に
特
産
物
と
な
っ
て
い
る
。
乳
牛
飼
育
頭
数
は
九
十
六
(
農
家
六
)
で
あ
る
。

第
三
節

小
字

旧
幕
時
代
、

成
沢
村

は、
成
沢
、

大
田
和
の
両
集
落
か
ら
成
り
、
大
字
を
称
し
た
の
は
大
嵐
村
と
合
併
し
た
十
年
間
だ
け
。
旧
に
復
し

て
か
ら
は
大
字
は
使
っ
て
い
な
い
。

一
寛
文
九
年
本
畑
検
地
帳
に
よ
る
小
字

)1
鳴
沢
地
区

西
原

(に
し
は
ら
)

西
原
下
道

小
成
沢

う
す
だ
わ

(臼
田
和
)

東
う
す
だ
わ

前
は
ら

境
野

(坂
井
野
)
水
の
上

境
野
尻

大

阪
た
つ
ぞ
い

古
た
つ
ぞ
い

す
ミ
の
木

へ
い
ぢ
ば
ら
(
平
次
原)

セ
ツ
と
ふ

猿
口

蛇
休
場

水
の
木
ぞ
う
り

的
場

(ま
と
ば
)

堀
の
内

桑
原

昼
や
す
み
ば

と
こ
ろ
く
ぼ

釜
の
口
(
か
ね
の
口
)
す
な
ご
ま

お
茶
の
久
保

な
ミ
木

も
み
の
木

古
屋
敷

尾
崎
(
お
さ
き
山
)
お
き
の
久
保

野
老
久
保

へ
い
ぢ
原

飯
塚

裏
林

さ
る
ひ
た
い

の
っ
付
場

称
付
場

炭
焼
塚

小
坂

地
蔵
前

前
地

下
宿
(
こ
の
三
つ
は
屋
敷
付
畑
の
地
名
)

)( 2
大
田
和
地
区

流
水

長
塚

前
原

犬
子
ぞ
う
り

ゑ
の
こ
ぞ
う
り

あ
ふ
ち
の
木

大
木
原

小
く
れ
(
小
暮
)

大
持

古
大
持

的
場

宮
の

前
宮
の
前
道
上

家
上
河
原

河
原

下
河
原

み
ふ
ぞ
う
り

こ
た
い
の
ち

前
田
和

地
く
ぼ

う
ら
地

前
地
(
こ
の
二
つ
は
屋

敷
付
畑
の
地
名
)

(
現
在
の
小
字
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)( 1
鳴
沢
地
区

小
鳴
沢

西
臼
田
和

東
臼
田
和

境
野
道
上

道
下

並
木

堀
ノ
内

地
蔵
前

猿
額

水
上

山
道

的
場

水
木
草
里

西

原
道
下

西
原

日
陰
林

魔
王

タ
ッ
ヅ ツ

イ
屋
坪

物
見
処

焼
間

大
持

萩
ノ

窪
野
老
窪

辭
窪

飯
塚

東
平
次
原

平

次
原

境
野
丸
崎

砂
細

釜
ノ
ロ

上
釜
口

西
釜
口

大
坂

前
丸
尾

蛇
林
場

絶
頭

西
絶
頭

ジ
ラ
今
野

猿
口

境
野

根
野

神
座

廉
の
頭

片
蓋
山

大
岩

段
和
山

富
士
山

輕
水

五
六
場

大
夫
根
野

野
尻

長
尾
山

( 1
大
田
和
地
区

大
木
原

水
神
堀
内

段
和
山

清
水

家
上
川
原

宮
前

藤
和
田

大
棟
ノ
木

小
大
持

小
暮

西
前
原

前
原

ア
ゲ

桑
原

山
神
土

宮
前
道
下

的
場

長
塚

札
木

犬
の
子
草
里

地
窪

小
坂

上
大
持

大
鹿
窪

下
人
窪

穴
山

大
砂

ズ

ミ
ノ
木

炭
焼
塚

現
在
の
小
字
名
と
、

徳
川
初
期
、

寛
文
年
間
の
小
字
名
を
比
較
す

」る
と
、
同
じ
名
称
の
も
の
も
か
な
り
あ
る
が
変
わ
っ
て
い
る
も
の
も

多
く
、

小
字
名
の
由
緒
を
研
究
す
る
こ
と
も
「
地
名
の
研
究
」
と
し
て
意
義
あ
る
こ
と
と
思
わ

れ
る

。



2

0

口 の釜上

0

和田臼西口の釜

S

和田臼東
原次平

原木大

:塚焼炭

- 740-

鳴
沢
村
鳴
沢
地
区
の
小

字

段
和
山

H
i
i
l
i

水
泳

ス
ポ
ー

原
前原

処
犬
ノ
子

地
窪

物
並
木

道
合 上
セ
ン

草
里

L
E
E
R

境
野

<小
大
持

屋
坪

小
坂

5
0

持
前
丸

飯
塚
窪

・
野

ス
ポ
ー
ツ

老
上
大
持

・富
士
�
の行
体
樹制

窪

万枚
)

原
*
*
*
*
*

t

1
0
4

8

1
0
X
2

絶
物

1
0
4
3

3
5

.

+
1
0
2
3
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川 谷
段和 山

清水

RO Z

※水 神堀内
長塚

家上川 原=
. 的

名古

大木原1�
of ア

・札木
田 西前 原

和
√

藤

9 5 2

00

X
car

....

. 0

沢村総 合センタ 犬の子草里 地窪

5

.

976 . .

. 2

境香野甲子. 前原

√
大1 . √ .

F

E

S 八 ofo
.

1J
:v

57 小坂 (7)
√

tEL .

. 雅.

.

.

.

.

.

. 大 鹿
窪

...

...

..

: : : 上大持
....

98 6 98

窪 -1000

万紘 :

12014

山 グラウ ン ド

41028.4/

A
ズ

$1012

.

h

ー・チキ島ラ松吉 木
10 3 0

3

50
型 貯 水

X富士IR大I

鳴沢村大田和地区の小字

. . .‒‒741

P
a

な
n
e

r
i

炭
焼
塚

/
0

1
0

9

1
0
0

.

1
.

.

禾

泰

:
\

:
.
0

一
年

3
.
2
.
.

1
:
0



(一)

鳴 沢 地 区 全 景
---742‒

第
四
節

集
落
の
様
相

◇
鳴
沢
集
落

鳴
沢
集
落
は
足
和
田
山
麓
の
南
向
き
椀
形
の
平
坦
な
地
域
に
発
達
し
て
い
る
。
西
は
足
和
田
山
の

尾
根
が
南
に
延
び
て
小
字
日
陰
林
、

西
原
、

水
木
草
里
か
ら
、
北
は
水
上
、
小
鳴
沢
、
西
臼
田
和
、

東
臼
田
和
と
足
和
田
山
麓
が
円
形
に
と
り
ま
き
、
東
は
大
田
和
と
の
境
に
足
和
田
の
支
脈
の
尾
根
が

境
野
ま
で
南
に
延
び
て
い
る
。
集
落
は
こ
の
平
地
の
北
西
部
足
和
田
山
麓
に
接
し
て
発
達
し
て
い

る
。
こ
れ
は
足
和
田
山
の
渓
水
、

特
に
水
上
水
源
(
出

口)
の
水
を
飲
料
水
・
生
活
用
水
と
し
て
集

落
が
発
達
し
た
た
め
で
あ
る
。

旧
道
は
境
野
か
ら
境
野
道
上
・
道
下
の
間
を
西
に
進
み
、
集
落
の
中
央
を
東
西
に
横
断
し
て
西
原

道
下
で
鳴
沢
関
所
跡
を
通
り
、
魔
王
神
社
前
を
経
て
焼
間
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
旧
道
に
沿
っ
て
集

落
が
発
達
し
て
い
る
が
、
旧
道
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
い
る
村
道
と
、
南
の
国
道
と
を
連
絡
し
て
い
る
数

条
の
南
北
の
道
路
に
沿
っ
て
も
民
家
が
建
て
ら
れ
、
集
村
的
な
集
落
で
あ
る
が
、

民
家
は
そ
れ
ほ
ど

密
集
し
て
は
い
な
い
。

こ
の
盆
地
状
の
平
坦
地
は
、

足
和
田
山
の
渓
水
を
利
用
し
て
用
水
路
を
つ
く
っ
て
耕
地
が
発
達
し

て
い
る
純
農
村
地
帯
で
あ
る
。
飲
料
水
は
足
和
田
山
麓
水
上

(
出
口
と
も
い
う
)
を
水
源
と
し
て
、
昭

和
二
十
八
年
簡
易
水
道
が
敷
設
さ
れ
た
。
鳴
沢
地
区
は
春
日
様
配
水
池
三
百
三
十
五
ト
ン
、
東
の
臼
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鳴沢地区の草ぶき民家(カブト屋根)

鳴沢・小林美知氏住宅間取り図
OPNY

n

物 置 便所
押人入 床の間

ひころ 8畳 奥座敷
8畳

__ よりつき 座 敷
洋 間 8畳 8畳

入口 ・・ 廊 下

洋間点線下に地下室(アナド)があり、 貯桑室
に 使っていた。

-743 -

田
和
配
水
池
七
十
五
ト
ン
を
利
用
し
て
き
た
。
昭
和
四
十
年
代
に
入
っ
て
西
湖
民
宿
村
の
西
と
北
の
二
カ
所
を
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
、

青
木

ヶ
原
水
源
を
確
保
し
た
。
青
木
ヶ
原
第
一
井
戸
(
深
度
二
十
メ
ー
ト
ル

)、
第
二
井
戸
(
深
度
四
十
材
)
で
、
こ
れ
を
青
木
ヶ
原
受
水
池
に
集

め
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
紅
葉
台
ま
で
あ
げ
て
、

鳴
沢
地
区
、
ジ
ラ
ゴ
ン
ノ
、
焼
間
・
氷
穴
方
面
に
給
水
し
て
い
る
。
な
お
昭
和
六
十
一

年
度
中
に
は
鳴
沢
部
落
の
南
、

標
高
一
、

一
〇
〇
脳
の
小
字
絶
頭
に
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
、

水
道
用
水
を
確
保
す
る
予
定
で
あ
る
。

鳴
沢
地
区
は
鳴
沢
村
第
一
区

(
古
く
は
上
組と

称
し
た
)
で
、
昭
和
六
十
一
年
五
月
現
在
、
次
の
よ
う
な
十
二
組
か
ら
成
っ
て
い
る
。

一
組
(
組
長
渡
辺

長)
四
十
三
世
帯
、
二
組
(
組
長
中
生
加
紀

昭)
二
十
九
世
帯
、
三
組
(
組
長

小
林
容

生 )
三
十
九
世

帯 、
四
組
(
組
長

「
明
障
子

三
浦

誠)
二
十
三
世
帯
、
五
組
(
組
長

小

畳
林
俊

司)
三
十
世
帯
、

六
組
(
組
長

小
林
聡

0
0

一 )
三
十
世
帯
、

七
組
(
組
長

三
浦
武
徳
)

下
二
十
六
世

帯、
南
八
組
(
組
長

吉
村
真
澄
)

0
0

三
十
四
世
帯
、

北
八
組
(
組
長

三
浦
裕
太
郎
)

仏
だ
ん

四
十
二
世
帯
、

東
九
組
(
組
長

梶
原
与

作
)

-

居
間

板
の

間
三
十
二
世

帯
、
西
九
組
(
組
長

小
林
喜

重
)

-

U

上
り
框

二
十
三
世
帯
、

十
組
(
組
長

小
林
豊
孝
)
二

神
棚

土
間

十
六
世
帯

。

土
間

そ
し
て
、
鳴
沢
区
(
第
一
区
)
の
区
長
は

勝
手

|風
呂
場
洗
面
所

佐
藤
秀
樹
、
区
長
代
理
渡
辺
幸
美

、
収
入
役

1
0

0
三
浦
裕
太
郎
で
あ
る
。



旧道沿いの 鳴沢集落

国道沿いの新しい 集落(鳴沢)

国道沿いの新しい 集落

-744-

氏
神
春
日
神
社
は
足
和
田
山
麓
水
上
の
春
日
水
源
地
の
近
く
に
あ
り
、
そ
の
下
に
成
沢
山
通
玄
寺
と
そ
の
観
音
堂
が
あ
る
。
西
原
の
旧

道
に
沿
っ
て
鳴
沢
関
所
跡
が
あ
り
、
そ
の
南
に
魔
王
神
社
が
あ
る
。
旧
道
に
沿
っ
て
は
前
丸
尾
・
西
原
の
馬
頭
観
音
・
水
木
草
里
の
道
祖

神
・
小
鳴
沢
の
万
霊
塔
・
水
木
草
里
の
甲
子
塔
・
山
道
の
庚
申
塔
な
ど
が
建
っ
て
い
る
。

民
家
は
瓦
屋
根
の
家
は
ま
れ
で
、
ほ
と
ん
ど
カ
ラ
ー
ト
タ
ン
葺
で
あ
っ
て
、
信
州
境
か
ら
北
の
諏
訪
の
地
方
と
よ
く
似
て
い
る
。
冬
季

寒
冷
の
た
め
で
あ
る
。
草
葺
の
民
家
も
多
少
残
っ
て
い
る
が
、
み
な
カ
ブ
ト
屋
根
で
、
河
内
地
方
か
ら
つ
づ
く
カ
ブ
ト
屋
根
地
域
に
属
す

る
。
カ
ブ
ト
屋
根
の
草
葺
に
カ
ラ
ー
ト
タ
ン
を
か
ぶ
せ
て
い
る
家
も
多
い
。
前
頁
の
間
取
り
図
は
村
長
小
林
美
知
氏
の
住
宅
で
あ
る
。
二

階
は
多
く
の
民
家
で
養
蚕
に
使
っ
て
い
た
。

国
道
一
三
九
号
沿
道
に
は
新
し
い
集
落
が
発
達
し
、
村
役
場
、

鳴
沢
小
学
校
、

鳴
沢
郵
便

局 、
総
合
セ
ン
タ
ー
(
中
央
公
民

館 )
な
ど
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大田和地区全景

-‒745-

の
公
的
施
設
が
多
く
、

今
は
村
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

沿
道
に
は
、
三
菱
石
油
や
昭
和
シ
ェ
ル
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、

明
見
タ
ク

シ
ー
、
都
留
信
用
組
合
鳴
沢
支
店
や
、
味
処
ま
る
し
げ
・
た
こ
焼
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
ク
、
中
華
料
理
松
鶴
な
ど
飲
食
店
も

多
い
。
日
電
ア
ネ
ル
バ
な
ど
の
誘
致
工
場
、

緑
の
休
暇
村
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
や
地
元
の
製
材
工
場
も
こ
の
沿
道
に
発
達
し
て
い
る
。

ま
た
焼
間
は
紅
葉
台
へ
の
登
り
口
で
、
「
紅
葉
台
ふ
じ
」
や
「
ひ
ば
り
が
丘
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
」
な
ど
の
新
し
い
小
集
落
が
で
き
て
い
る
。

( )
大
田
和
集
落

大
田
和
は
鳴
沢
村
の
枝
村
で
あ
る
が
、
古
く
か
ら
鳴
沢
と
対
等
な
半
独
立
的
な
集
落
で
あ
っ
て
、
大
嵐
村
と
合
併
し
た
鳴
沢

村
当

時

は
、
大
田
和
に
村
役
場
が
お
か
れ
た
し
、
学
校
も
大
田
和
尋
常
小
学
校
が
設
立
さ
れ
、
鳴
沢
に
分
教
場
が
置
か
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
青
年
団
も
大
田
和
・
鳴
沢
の
二
つ
の
青
年
団
が
あ
り
、
い
ま
も
婦
人
会
を
は
じ
め
各
種
の
社

会
教
育
団
体
や
農
業
協
同
組
合
、
村
行
政
の
面
で
も
鳴
沢
と
大
田
和
は
、

そ
れ
ぞ
れ
地
区
的
性
格

を
も
ち
、
大
田
和
に
は
独
立
し
た
公
民
館
が
あ
る
。

大
田
和
集
落
は
足
和
田
山
麓
の
二
つ
の
突
き
出
し
た
尾
根
の
間
に
発
達
し
た
集
落
で
あ
る
が
、

鳴
沢
の
よ
う
に
平
坦
で
は
な
い
。
坂
が
多
く
、
小
字
宮
前
、
家
上
川
原
・
清
水
な
ど
の
足
和
田
山

裾
が
低
く
、
古
く
い
わ
れ
る
大
田
川
の
流
路
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

足
和
田
山
麓
の
水
神
堀
内
の

湧
水
を
用
水
と
し
て
、
こ
の
地
に
集
落
が
発
達
し
た
と
思
わ
れ
る
。
旧
道
は
集
落
の
中
央
を
南
西

か
ら
北
東
に
横
断
し
て
お
り
、

坂
道
で
あ
る
が
そ
の
沿
道
に
集
落
が
発
達
し
て
い
る
。

鳴
沢
よ
り

も
民
家
の
集 未
積

度
が

密
な
集
村
で
、

純
農
村
で

あ
る
。

昭
和
二
十
八
年
、
水
神
堀
内
の
湧
水
を
水
源
と
し
て
簡
易
水
道
を
施
設
し
た
。
足
和
田
山
麓
の

小
字
水
神
堀
内
が
大
田
和
水
道
の
水
源
地
で
あ
る
。
四
十
年
代
に
入
っ
て
南
の
小
字
前
原
地
内
を



旧道沿いの大田和集落

便所
-

床の間 納 戸
4.5畳 居 間 勝手

奥座敷
8畳 10畳

板/座 敷 の
8畳 12畳

入口
式 台

大田和・渡辺和一郎氏住宅間取図
- 746-‒

ボ
ー
リ
ン
グ
(
深
度
百
十
二
話
)
し
て
水
道
用
水
と
し
て
い
る
。

大
田
和
は
鳴
沢
村
第
二
区

(
古
く
は
下
組
と

称
す
)
で
、
六

組
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
組
の
構

成
は
六
十
一
年
五
月
現
在
次
の
通
り
で
あ
る

。

一
組
(
組
長

渡
辺
百

栄)
十
八
世
帯
、
二
組
(
組
長

渡
辺
力
)
十
七
世
帯
、
三

組
(
組
長

渡

辺
芳
二
)
二
十
一
世
帯
、
四
組
(
組
長

渡
辺
一
二
)
三
十
六
世
帯
、
五
組
(
組
長

三
浦
武
秀
)
四

十
世

帯
、
六
組
(
組
長

渡
辺
正
孝
)
四
十
三
世
帯
。

第
二
区
区
長
は
渡
辺
喜
猶
、
区
長
代
理
渡
辺
利
正

、

収
入
役
渡
辺
芳
二
で
あ
る
。

物
置

こ
の
鳴
沢
地
区
(
第
一

区
)、

大
田
和
地
区
(
第
二
区
)

台
所

の
ほ
か
、

組
織
外
と
し
て
鳴
沢
に
四
十
五
世
帯
、

大
田

和
に
二
十
九
世
帯
が
あ
り
、

富
士
山
荘
特
別
養
護
老
人

板
の間

ホ
ー
ム
に
五
十
一
世

帯
、
日
電
ア
ネ
ル
バ
寮
四
十
一
世
帯
が
あ
る
。

よ
り
つ
き

小
字
宮
前
に
氏
神
八
幡
神
社
が
あ
り
、

旧
道
に
沿
っ
て
前

原
の
西
国
秩
父

坂
東
供
養
塔
、

薬

明
王
大
権
現
、
桑
原
の
馬
頭
観
音
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
公
共
施
設
と
し
て
大
田
和
公
民
館
、
ス

ポ
ー
ツ
広
場
、

鳴
沢
村
外
一
町
二
ヶ
村
恩
賜
林
保
護
組
合
役
場
、

鳴
沢
村
農
協
大
田
和
支
所
な

ど
が
あ
る
。

廊
下

民
家
は
鳴
沢
と

同
じ
く

瓦
屋
根
は
ま
れ
で
、

多
く
が
カ
ラ
ー
ト
タ
ン
葺
で
あ
る
が
、
古
い
民

家
は
草
葺
の
カ
ブ
ト
屋
根
造
り
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
カ
ラ
ー
ト
タ
ン
を
お
お
っ
て
い
る
家
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も
少
な
く
な
い
。

民
家
の
間
取
り
図
は
渡
辺
和
一
郎
氏
住
宅
で
あ
る
。

新
道
(
国
道
一
三
九
号
線
)
に
は
新
し
い
集
落
が
発
達
し
、

ド
ラ
イ
ブ

イ
ン
ス
ポ
ー
ツ
民

宿
、

A
X

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
庭
富
士
、

ホ
テ
ル
ジ
ョ
イ
、
民
宿
鳴
沢
荘
、
テ
ニ
ス
グ
ラ
ン
ド
吉
野
荘
、
ホ
テ

ル
丘
な
ど
、
観
光
産
業
に
よ
る
新
し
い
集
落
の
景
観
を
呈
し
、

純
農
村
の
旧
村
と
対
照
的
で
あ

る
。

鳴
沢
地
区
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
純
農
村
と
新

し
い
観
光
都
市
型
の
集
落
が
背
中
合
わ
せ
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
鳴
沢
村
の

特
色
で
あ
る
。

な
お
境
野
付

光
四
次

近
に
は
シ
ー
メ
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社
富
士
工
場
や
、

次
富
士
レ
イ
ク

富
士
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
興
業
株
式
会
社
な
ど
の
工
場
が

あ
る
。

)( 1
別
荘
地

鳴
沢
村
の
南
部
、

富
士
裾
野
の

標
高
一
〇
五
〇
脳
～
一
二
〇
〇
単
の

広
大
な
区

域
(
県
有

士
観
光

地
を
除
く
五
百
三
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
に
、
富
士
桜
高
原
別
荘
村
が
あ
り
、
ジ
ラ
ゴ
ン
ノ
の
日
電

ア
ネ
ル
バ
の

南
、

標
高
一
〇

五
〇
ぶ
の
土
地
に
蝶
理

宣富
士
紅
葉
台
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ビ
ラ

が
あ

r

1

e

0

o

富
士
桜
高
原
別
荘
村
の
富
士
観
光
第
一
次
別
荘
地
は
昭
和
三
十
五
年
、

第
二
次
別
荘
地
は
三

十
八
年
、

第
三

次
別
荘
地
は
四
十
三

年
、

第
四
次
か
ら
第
八
次
ま
で
は
四
十
八
年
に
造
成
さ
れ

た
が
京
王
ス
バ
ル
高
原
第
一
次
別
荘
地
は
昭
和
四
十
三

年
、

第
二
次
別
荘
地
は
四
十
七
年
に
造
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分
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観 観 観 観 観 観観 観 蝶理富士紅葉台、
カーセンチュリービラ

光 光 光光 光 光 光 光

第第 第第 第第第 第 地
蝶理富士紅葉台センチュリービラ

八 七六 五 四 三 一

名次次 次 次 次 次 次 次

総

地

hahahahahahahahaFf

一

六 九 五三 四|数

物

一

二三四八 八七九ヨ七 数
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成
さ
れ
た
。
丸
紅
富
士
桜
第
一
次
別
荘
地
は
昭
和
四
十
四

年
、

第
二

次
別
荘
地
は
四
十
八
年
に
造
成

さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
相
互
住
宅
富
士
桜
別
荘
地
が
あ
り
、
別
荘
地
の
中
央
に
は
富
士
レ
イ
ク
サ
イ

ド
ゴ
ル
フ
場
が
あ
る
。
こ
の
ゴ
ル
フ
場
は
、
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
百
十
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
面
積
と
十
八
ホ
ー
ル
の
あ
る
ゴ
ル
フ
場
で
、
会
員
一
千
八
百
人
を
も
ち
、

年
間
利
用
者
三

万
六
千
人
、
利
用
日
数
二
百
八
十
日
を
数
え
て
い
る
。

富
士
桜
高
原
別
荘
村
は
、
こ
の
ゴ
ル
フ
場
を

中
核
と
し
て
そ
の
周
囲
に
造
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
別
荘
地
と
、

蝶
理
富
士
紅
葉
台
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ビ
ラ
、
そ
の
他
の
別
荘
地
の
分
譲
地
別
、

地

積
別
区
画
数
、
建
物
数
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

(
昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
現
在
)

0
0

7

名
積

区 M
画

建

八
二
・
八
加

一
、
四
二
四

三
四
・
九
加 品

三
二
七

九
九

七
六

・
五

八
四
七

二
七
八

富
一
一
・
三
血郎

一 1
二
1
一
1二
1
1

四
八

九
・
九
加

九
五

一
1
一 1
・
€

五
h

一
五
三

二
・
七
加

九

三
・
五
加

五
六
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一
京
王

富
士
ス
バ
ル

高
原

第
一

次
四
九
・
六

加
五
五
五

一 六
五

京
王

富
士

ス
バ

ル
高
原

第
二

次
四
九
・
六
加

七
六
六

三
1
1〇 0
〇 0

丸
紅
富
士
桜
別

荘
地

第
一

次
三
四
・

八
加

四
七
六

一
五
四

丸
紅
富
士

桜
別
荘

地
第
二

次
三
1
1四 B

I
・

#

八
加

六
一
六

一
七
五

相
互

住
宅

富
士

桜
別

荘
地

三
・
九
郎

六 K
〇 O

七

tc

(以
上
富
士
桜
高
原
別
荘
村
)

蝶
理
富
士
紅
葉
台
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ビ
ラ

五
五
・
〇

M
一 1、

'
二
1

1〇 0
〇 0

二 1
1〇 0
〇 0

チ
キ
す

る
が

台
一
・
五
加

一
七

ph1 m
m
m
m

チ
キ

か
ら
ま

つ
台

1
0

.
0
2

一
五
六

一
六

チ
キ
し
ら

か
ば

台
四
・
一
加

八
三

や
す
ら
ぎ

の
森

二
・
四
加

七
五


	村誌発刊によせて　山梨県知事　望月幸明
	村誌発刊にあたって　鳴沢村長　小林美知
	鳴沢村誌第一巻目次
	第一編　総説
	第二編　自然と環境
	第一章　地形と地質
	第一節　位置・面積
	第二節　地形
	第三節　地質
	第四節　応用地質
	第五節　自然と災害

	第二章　気象
	第一節　気象概況
	第二節　河口湖の観測値から見た気候と他地方との比較
	第三節　気温と降水について
	第四節　地表面の水の過不足と農業災害
	第五節　河口湖と鳴沢村の観測値の比較

	第三章　動植物
	第一節　鳴沢村の植物
	第二節　鳴沢村のきのこ
	第三節　鳴沢村の動物
	第四節　鳴沢村の昆虫類


	第三編　村の歴史
	第一章　考古学より見た先史・歴史時代
	第一節　先土器時代
	第二節　縄文時代
	第三節　弥生時代
	第四節　古墳時代
	第五節　奈良・平安時代
	第六節　中近世考古学の視点より
	第七節　村内の遺跡

	第二章　古代と中世
	第一節　律令制時代の富士北麓
	第二節　富士山噴火と北麓
	第三節　甲斐源氏と若彦路
	第四節　南北朝内乱期の北麓
	第五節　戦国期の北麓
	第六節　小山田氏領の鳴沢
	第七節　武田氏滅亡後の鳴沢

	第三章　近世
	第一節　郡内領の支配者
	第二節　江戸時代の鳴沢村
	第三節　検地
	第四節　年貢
	第五節　天明・天保の大飢饉
	第六節　材木御用文書と山稼ぎ
	第七節　御巣鷹山
	第八節　駿河との国境争い
	第九節　入会山の紛争

	第四章　明治時代
	第一節　富士山共和国
	第二節　幕末の動乱
	第三節　維新への胎動
	第四節　明治維新成る
	第五節　年貢から税金へ
	第六節　ほとんど単村政治
	第七節　山を守って五十年
	第八節　文明開化
	第九節　女は朝学、男は夜学
	第十節　揺らぐ民俗
	第十一節　講と無尽の社会
	第十二節　馬とともに
	第十三節　村を支えた養蚕
	第十四節　富士が生む強壮剤
	第十五節　戦火と村民
	第十六節　運輸・通信革命
	第十七節　観光を組織化
	第十八節　富士ヶ嶽孝一郎

	第五章　大正・昭和時代
	第一節　大正時代
	第二節　昭和前期
	第三節　太平洋戦争
	第四節　戦後の村のあゆみ


	第四編　集落と人口
	第一章　集落
	第一節　集落の発達と地理
	第二節　集落の変遷
	第三節　小字
	第四節　集落の様相

	第二章　人口
	第一節　江戸時代の人口
	第二節　明治以降の人口の推移
	第三節　人口構成
	第四節　人口動態


	第五編　鳴沢村の政治
	第一章　村の機構
	第一節　役場の機構と委員会
	第二節　議会
	第三節　役場事務
	第四節　一部事務組合

	第二章　村の財政
	第一節　概況
	第二節　税制と税収
	第三節　財政規模の推移
	第四節　村の資産と負債

	第三章　戸籍・住民登録
	第一節　戸籍制度の変遷
	第二節　住民登録
	第三節　世帯数と人口

	第四章　選挙
	第一節　選挙制度の変遷
	第二節　各種選挙の概況
	第三節　選挙管理委員会

	第五章　鳴沢村の事業
	第一節　一般行政の成果
	第二節　長期計画


	第六編　産業と経済
	第一章　明治期の産業と経済
	第二章　大正期の産業と経済
	第三章　昭和戦前期の産業と経済
	第四章　昭和戦後期の産業と経済
	第五章　作付面積からみた農産物の推移
	第六章　産業経済の現状と将来
	第七章　農林業関係機関と団体




